
平成２２年（２０１０年）８月

２

　
「
八
潮
市
八
條
西
地
区
に
係
る
早
期

土
地
活
用
実
現
の
為
の
手
法
の
見
直

し
に
関
す
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
、

定
例
会
最
終
日
の
６
月　

日
に
審
議

１８

が
行
わ
れ
、
建
設
水
道
常
任
委
員
会

で
の
審
査
の
結
果
と
同
様
に
、
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
書
の
内
容
、
本
会
議
で
の
討

論
の
要
旨
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。
ま
た
、
会
派
別
の
議
決
結
果

に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

請
願
名　

八
潮
市
八
條
西
地
区
に
係

る
早
期
土
地
活
用
実
現
の
為
の
手
法

の
見
直
し
に
関
す
る
請
願
書

要　

旨　

東
埼
玉
道
路
・
高
速
外
環

状
道
路
に
よ
る
優
れ
た
立
地
か
ら
外

環
自
動
車
道
八
潮
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
の
設
置
計
画
が
あ
が
り
、
八
潮
市

北
部
地
区
に
お
い
て
区
画
整
理
手
法

で
の
土
地
利
用
計
画
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成　

年
４
月
に
は

２１

八
潮
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
も
北

部
拠
点
の
形
成
と
し
て
流
通
施
設
エ

リ
ア
に
設
定
さ
れ
た
地
区
で
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
八
潮
市
に

お
け
る
区
画
整
理
事
業
の
実
例
を
み

る
と
、
区
画
整
理
事
業
で
の
土
地
利

用
の
実
現
性
が
非
常
に
低
い
と
考
え

ら
れ
、
土
地
利
用
を
考
え
て
い
る
私

共
と
し
て
は
北
部
地
区
の
立
地
特
性

を
活
か
し
た
土
地
利
用
（
物
流
系
・

工
業
系：

高
さ
制
限　

ｍ
）
を
早
期

２５

に
実
現
さ
せ
た
く
、
土
地
利
用
の
見

直
し（
区
画
整
理
事
業
構
想
の
撤
回
）

と
、そ
れ
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
備（
民

間
開
発
型
が
可
能
と
な
る
都
市
計
画

法
第　

条　

号
の
指
定
）
を
強
く
請

３４

１２

願
い
た
し
ま
す
。

理　

由

１
、
東
埼
玉
道
路
の
開
通
に
伴
っ
て
、

広
域
幹
線
道
路
網
が
充
実
し
た
こ
と

に
よ
り
土
地
利
用
が
十
分
に
考
え
ら

れ
る
場
所
で
あ
る
事

２
、
区
画
整
理
手
法
で
の
土
地
利
用

で
は
、
所
有
土
地
が
大
幅
に
減
歩
さ

れ
る
事
が
考
え
ら
れ
る
事
。
ま
た
区

画
整
理
の
手
法
で
は
時
間
が
か
か
り

過
ぎ
、
早
期
の
土
地
利
用
が
図
れ
な

い
事
。
そ
れ
に
加
え
、
区
画
整
理
手

法
で
は
市
施
行
・
組
合
施
行
い
ず
れ

の
方
法
を
選
択
し
て
も
、
市
の
財
政

負
担
が
考
え
ら
れ
る
事

３
、
現
在
の
状
況
で
あ
る
と
用
途
制

限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
調
整

区
域
で
も
立
地
可
能
な
墓
地
や
資
材

置
場
等
の
乱
開
発
を
防
ぐ
事
が
出
来

ず
、
虫
食
い
状
態
と
な
り
本
立
地
を

活
か
し
き
れ
ず
、
秩
序
あ
る
土
地
利

用
が
で
き
な
く
な
る
事

４
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

且
つ
農
業
後
継
者
不
足
に
よ
る
営
農

が
困
難
で
あ
る
事
。
ま
た
、
東
埼
玉

道
路
開
通
、
資
材
置
場
の
点
在
等
に

よ
り
、
農
業
環
境
の
悪
化
が
始
ま
っ

て
い
る
事

５
、
物
流
系
・
工
業
系
の
企
業
を
誘

致
す
る
際
、
建
築
可
能
高
さ
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
有
効
な
土
地
活
用

を
す
る
為
に
は
企
業
が
進
出
す
る
条

件
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
、　

ｍ
ま

２５

で
は
建
築
可
能
と
す
る
事

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成　

年
４
月

２１

に
八
潮
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い

て
北
部
拠
点
の
形
成
と
し
て
流
通
業

務
施
設
設
置
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
事
か
ら
、
多
く
の
物
流
系

業
者
及
び
工
業
系
業
者
よ
り
、
本
地

に
拠
点
施
設
を
設
置
し
た
い
旨
、
申

し
込
み
が
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
私
共
の
考
え
て
い
る
、
有
効
で

効
率
的
な
土
地
活
用
構
想
と
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
地
権
者
一
同
こ
の
度

請
願
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
流
系
・
工
業
系
の
土
地
活
用
を

す
る
こ
と
は
、
既
に
農
地
と
し
て
の

体
を
な
さ
な
い
現
状
の
解
決
、
施
設

用
途
を
制
限
し
乱
開
発
を
防
止
す
る

事
、
企
業
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
る
税

収
増
加
と
雇
用
の
促
進
が
図
れ
、
地

域
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
地
域
の
土
地
活
用
の
見
直
し

（
区
画
整
理
事
業
構
想
の
廃
止
）と
、

開
発
許
可
立
地
基
準
（
都
市
計
画
法

第　

条　

号
の
指
定
）
の
早
期
整
備

３４

１２

を
強
く
請
願
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
１
２
４
条
の
規
定
に

よ
り
、
上
記
の
と
お
り
請
願
書
を
提

出
致
し
ま
す
。

　

平
成　

年
５
月　

日

２２

２７

請
願
者
住
所

　

八
潮
市
八
條
２
６
０
３

請
願
者
氏
名

　

�
橋　

達
夫　

外　

名
５４

　

賛
成
討
論
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

　

委
員
会
審
査
の
質
疑
・
討
論
を
通

し
て
、
継
続
審
査
と
す
べ
き
種
々
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

１

地
域
か
ら
開
発
要
望
が
出
さ
れ

�た
平
成　

年
当
時
の
開
発
手
法
は「
区

１８

画
整
理
」
が
主
流
で
あ
っ
た
事
。

２

平
成　

年
、
県
が
都
市
計
画
法

�

１８

第　

条　

号
に
関
す
る
運
用
方
針
を

３４

１２

示
し
た
事
に
よ
っ
て
新
た
な
開
発
手

法
が
脚
光
を
浴
び
、
既
に
県
内
３
市

に
お
い
て
先
進
事
例
が
あ
る
事
。

３

地
価
が
高
い
関
東
地
区
で
の
市

�街
化
調
整
区
域
内
特
定
流
通
業
務
施

設
は
、
認
可
さ
れ
た　

件
の
内
９
件

１０

が
高
さ
制
限　

ｍ
以
上
（
内　

ｍ
以

２０

３０

上
６
件
）
で
あ
る
事
。

４

県
の
運
用
方
針
で
は
、
基
本
構

�想
に
基
づ
い
た
開
発
行
為
の
み
都
市

計
画
法
第　

条　

号
を
活
用
出
来
る

３４

１２

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
請
願
に
賛
同

す
る
こ
と
が
基
本
構
想
に
反
対
す
る

こ
と
で
は
な
い
事
。

５

開
発
着
手
手
順
は
、「
地
域
住

�民
、
地
権
者
説
明
会
開
催
〜
ご
理
解

ご
賛
同
を
頂
け
た
場
合
に
実
施
に
移

行
」
で
す
。
反
対
者
が
多
け
れ
ば
開

発
は
白
紙
と
な
り
得
ま
す
。よ
っ
て
、

現
段
階
で
の
開
発
手
法
変
更
を
望
む

本
請
願
の
審
査
で
は
、
請
願
者
の
人

数
や
所
有
面
積
に
よ
っ
て
判
断
す
べ

き
で
は
な
い
事
。

６

委
員
会
で
は
納
得
で
き
る
ま
で

�審
査
時
間
延
長
が
出
来
た
事
、更
に
、

最
終
日
ま
で
の
１
週
間
で
資
料
等
を

精
査
す
る
事
も
出
来
た
事
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
継
続
審
査
と
す

べ
き
種
々
の
意
見
は
採
択
に
反
対
す

る
理
由
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
採
択
に
賛
成
す
る
理
由
と

し
て
は
、

１

都
市
計
画
法
第　

条　

号
の
指

�

３４

１２

定
に
よ
り
、
長
い
年
数
と
地
権
者
・

本
市
共
に
相
当
な
費
用
負
担
が
か
か

る
区
画
整
理
手
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、

実
効
性
が
高
く
効
果
的
で
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
早
期
に
実
現
で
き
る

事
。

２

北
部
西
側
地
区
早
期
整
備
エ
リ

�ア
（
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
整
備
完
了

４５

時
の
固
定
資
産
税
・
住
民
税
等
の
税

収
が
合
計
５
億
３
８
２
０
万
円
／

年
、
更
に
１
７
０
０
人
〜
２
０
０
０

人
の
雇
用
が
促
進
さ
れ
る
試
算
と
な

っ
て
お
り
、
税
収
増
と
新
規
雇
用
の

機
会
が
早
期
に
得
ら
れ
る
事
。

３

本
市
と
し
て
は
、
近
隣
他
市
の

�関
連
す
る
企
業
誘
致
政
策
に
対
し
、

遅
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
積
極
的
に
誘

致
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

関
東
地
区
で
の
流
通
施
設
の
認
可
実

態
と
あ
わ
せ
、
将
来
の
産
業
エ
リ
ア

と
し
て
市
街
化
編
入
を
目
指
す
べ
き

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
当
初
か
ら
高

さ　

ｍ
制
限
と
す
べ
き
で
あ
る
事
。

２５

　

以
上
、
八
潮
市
の
北
部
地
区
に
お

い
て
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
設
置

実
現
と
共
に
、
地
域
が
活
性
化
で
き

る
方
法
が
八
潮
市
の
権
限
で
早
期
に

実
現
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
こ

の
請
願
に
賛
同
い
た
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

　

何
故
、
継
続
審
査
か
の
理
由
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

１

請
願
者
の
思
い
が
伝
わ
ら
な
い

�と
い
う
こ
と
で
す
。
議
会
と
し
て
市

民
の
声
は
重
く
受
け
止
め
、
常
に
慎

重
に
審
議
し
ま
す
。
本
請
願
は
、
一

部
の
地
権
者
が
請
願
者
で
あ
り
、
す

べ
て
の
事
務
的
処
理
は
Ｍ
Ｋ
株
式
会

社
が
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
請
願
者
の
声
が
最
大
の
論
点
と

考
え
ま
す
。
企
業
の
声
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

２

市
で
は
都
市
計
画
に
関
す
る
基

�本
的
方
針
の
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
昨
年
４
月
に
つ
く
ら
れ
、
ま
た
、

第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
構
想
も

見
直
さ
れ
、
こ
の
地
域
は
北
部
拠
点

の
形
成
と
し
て
基
本
方
針
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
北
部
地
域
は
、
市
内
に

お
い
て
貴
重
な
空
間
で
あ
り
、
八
条

橋
付
近
を
中
心
に
旧
下
妻
街
道
や
和

井
田
家
住
宅
、
八
条
渡
し
等
、
歴
史

的
に
も
貴
重
な
資
源
が
残
さ
れ
て
い

る
地
域
で
す
。
ま
た
、
同
地
区
に
は

二
つ
の
学
校
や
福
祉
施
設
も
多
数
造

ら
れ
て
い
ま
す
。外
環
パ
ー
キ
ン
グ
、

地
下
鉄
８
号
線
導
入
計
画
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
地
域
特
性
を
十
分
考
慮

し
た
地
域
計
画
が
待
た
れ
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
従
っ
て
、
本
請
願
に
あ

る
よ
う
に
八
條
中
学
校
付
近
の
み
を

指
定
し
て
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
係
る
重
要
な

内
容
で
さ
ら
に
議
論
が
必
要
で
す
。

３

す
で
に
解
散
し
て
い
る
も
の
の
、

�北
部
期
成
同
盟
に
よ
る
議
論
を
は
じ

め
、
議
会
で
も
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
議
論
を
受
け
て
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
基
本
構
想
が
作
ら

れ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ

ら
上
位
計
画
と
十
分
整
合
性
を
持
つ

形
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

最
後
に
何
故
、
結
論
を
急
ぐ
の
で

す
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
今
ま
で
の

地
域
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
賛
成
議
員

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
々
で
方
向
を
変
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。
企
業
が
菓
子
折
り
持
参
で

議
員
ま
わ
り
を
す
る
な
ど
、
そ
れ
自

体
お
か
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
解
明
す
る
上
で

も
、
八
潮
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
上
で
も
、
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要

で
あ
り
、
継
続
的
に
審
査
す
べ
き
と

考
え
討
論
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会

か
ら
も
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

請

願

書


